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第２章 事業運営委員会の開催・運営 

2.1 事業運営委員会の設置 

着実に本事業の目標を達成するため、有識者からなる運営委員会を設置した。  

運営委員会委員は、リモートセンシング、農村開発・マングローブ、国際林業協力、民間団

体、気候変動適応策、治山技術等に関する知見を有する以下の 6 名である。 

 

氏  名 所  属 

太田 徹志 九州大学農学研究院 准教授 

長 宏行 公益財団法人 オイスカ 海外事業部 調査研究担当部長 

西村 貴志 
独立行政法人 国際協力機構（JICA）地球環境部 次長 兼 森林・自然環境グルー
プ長 

眞弓 孝之 国土防災技術株式会社 事業本部 国際部 国際部長 

水野 理 
公益財団法人 地球環境戦略研究機関（IGES） 統括研究ディレクター・プリンシ
パルフェロー 

宮城 豊彦 東北学院大学 名誉教授 / 株式会社アドバンテクノロジー 技師長 

2.2 事業運営委員会の開催 

本事業の実施方針、事業計画および実施方法等のほか、事業の推進過程における諸課題

に対する適時適切な助言を受け、最終的な事業成果の取りまとめ方法および内容について検

討し決定することを目的に、以下のとおり、運営委員会を 3 回開催した。 

① 第 1 回運営委員会 

日時：令和 2 年 7 月 9 日（木）13:00～15:30 

場所：森林総合研究所（オンライン） 

議事：森林技術国際展開支援事業計画及び令和 2 年度計画について 

② 第 2 回運営委員会 

日時：令和 2 年 11 月 30 日（月）14:00～16:30 

場所：日比谷コンファレンススクエア（オンライン含む） 
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議事：令和 2 年度森林技術国際展開支援事業実施状況等について 

③ 第 3 回運営委員会 

日時：令和 3 年 3 月 15 日（月）14:00～16:30 

場所：日比谷コンファレンススクエア（オンライン含む） 

議事：令和 2 年度森林技術国際展開支援事業の成果等について 
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